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一人口の動き一
　8月1日現在
男5．9耳ユ（十6）

女6．094G－2）
計12．0う5（十8）
世帯数2．588（一2）

（）内は前月との比較
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ねるひ

　　　スヤスヤという　かわいい寝、自、が

　　　けたたましく聞こえる　セミの鳴き声に

　　　かき消されて

　　　午後のひとときが　ながれてゆく

　　　どうだろう　このカッコウときたら

　　　おさなさをむきだしにして

　　　まかせきった　やすらぎの中で

　　　夢の世界に遊んでいる顔、顔、顔・・……

　　　　　　　　　　　（川西幼稚園で写す）

　保育園や幼稚園では、どこでもおひるの食事のあ

とは、ご覧のようにそろってひるねを楽しむ。川西

幼稚園では広い体育舘が格好のひるね場所になる。

圃
行
　
　
　
　
事

　
　
八
　
　
月

十
一
日
　
農
協
組
合
長
会
議
を
役
場
で

　
開
く
。
町
内
各
保
育
園
（
所
）
の
夏

　
休
み
始
ま
る
（
～
十
八
日
ま
で
）
，

十
二
日
　
道
路
改
良
工
事
の
入
札
（
役

場
で
）
。

十
五
日
　
終
戦
記
念
日
、
全
国
戦
没
者

追
悼
式
。

十
九
日
　
町
長
、
議
長
上
京
予
定
。
家

　
畜
衛
生
週
間
始
ま
る
（
昌
年
五
日
ま

で
）
。

二
十
二
日
　
千
手
神
社
祭
礼
（
二
十
三

　
日
－
青
年
す
も
う
大
会
ー
ま
で
）
。

二
十
六
日
川
西
幼
稚
園
始
業
式
。
上

　
野
諏
訪
神
社
祭
礼
（
二
十
七
日
－
青

　
年
す
も
う
大
会
ー
ま
で
）
。

　
　
九
　
　
月

一
日
二
百
＋
日

葉
＊
峯
串
肇
黍
事
黍
業
峯
串
毒
＊
＊
毒
妻
漆
＊
＊
糞
萎
＊
＊
萎
＊
糞
肇
糞
＊
＊
妻
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
茎
＊

辮
　
　
　
　
　
表
者
間
で
検
討
の
上
さ
ら
に
次
の
委
に
国
県
道
の
整
備
を
強
力
に
要
請
す
＊

綿
　
か
ら
つ
ゆ
に
近
い
状
態
が
つ
づ
い
　
七
月
＋
七
日
は
、
恒
例
の
千
手
観
和
久
井
議
長
以
下
＋
四
名
で
出
県
、

　
赫
た
の
で
、
つ
ゆ
末
期
に
集
中
豪
雨
で
音
の
祭
礼
十
七
夜
で
あ
る
。
千
手
観
県
議
会
ほ
か
関
係
方
面
に
陳
情
を
行

紳
も
く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
　
音
に
つ
い
て
は
、
月
見
が
原
公
園
の

　
紳
が
そ
れ
も
な
く
、
つ
ゆ
明
け
後
の
天
整
備
と
と
も
に
、
こ
と
し
か
ら
十
日

紳
候
は
好
調
で
あ
る
。
食
管
制
度
の
前
町
警
察
署
の
き
も
い
り
で
露
店
管
理

　
将
途
は
け
わ
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
こ
　
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
お
知

纏
と
し
も
豊
作
は
ま
ち
が
い
な
い
。
　
　
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
牌
　
農
繁
期
に
つ
づ
く
参
院
選
挙
等
の
　
　
警
察
、
町
、
消
防
団
、
商
工
会
そ

料
た
め
し
ば
ら
く
休
会
し
て
い
た
仙
田
　
の
他
関
係
団
体
代
表
者
で
組
織
す
る

　
溜
地
区
開
発
委
員
会
が
七
月
十
二
日
に
　
管
理
委
員
会
に
よ
っ
て
出
店
の
許
可

紳
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
関
係
課
長
を
民
主
的
に
行
な
い
・
暴
力
団
等
の

　

纏
か
ら
所
管
部
門
毎
の
構
想
が
述
べ
ら
介
入
を
排
除
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た

料
れ
・
そ
れ
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
も
の
で
画
期
的
な
改
革
で
あ
る
。

　
将
れ
た
。
次
い
で
二
十
九
日
に
第
三
回
　
　
町
発
展
の
す
べ
て
の
基
礎
が
道
路

紳
目
の
会
議
を
開
き
・
各
委
員
か
ら
事
整
備
に
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な

　
赫
業
の
具
体
的
構
想
が
提
示
さ
れ
た
。

＊

な
っ
た
。

仙
田
中
・
中
仙
田
小
給
食
棟
に
つ

い
て
は
、
五
月
十
七
日
に
お
け
る
議

会
全
員
協
議
会
決
定
の
線
に
そ
っ
て

設
計
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
七
月

三
十
一
日
競
争
入
札
に
付
し
、
丸
山

工
務
所
が
三
百
六
十
九
万
円
で
落
札

し
た
。
八
月
五
日
現
地
で
地
鎮
祭
、

完
工
は
十
月
末
日
の
予
定
o

　
八
月
九
日
臨
時
町
議
会
が
招
集
さ

れ
、
総
額
九
百
二
十
一
万
円
の
一
般

会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
改

正
、
請
願
等
の
ぽ
か
「
食
管
制
度
を

い
。
町
と
し
て
も
道
路
整
備
を
最
重
守
る
決
議
」
が
行
な
わ
れ
た
パ
M
》
・
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鑛
灘
灘
懸
醗
灘
難
羅

　
　
　
　
難
　
　
　
撚

　
　
　
議

　
　
　
　
　
　
　
　
譜

　
　
報

魏

　燃灘

　
蜜
藝
難

　
　
　
　
淫
鑛
轍
翻

　
　
　
　
　
　
　
薬
．
羅
㎜
麗

灘
灘
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
ほ
ど
行
な
わ
れ

育
位
毒
蕪

教
鼻
糀
雛
講
幣

健
報
曝
鱗
諏

保
雛
難
欝
羅

る
が
つ
づ
け
た
結
果
、
念
願

あ
小
勧
腿
継
陳
誉
を
獲

評
手
は
醗
陀
騨
瀟
蹴

　
　
　
　
千
を
作
る
釜
安
全
教

定
　
育
に
対
嘉
欲
的
な

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
を
は
じ
め
と

し
て
馬
保
健
教
育
全
般
に
わ
た
る
地
域

ぐ
る
み
の
努
力
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
。

　
（
写
真
は
．
バ
ス
の
実
物
も
持
ち
込

ん
で
整
備
さ
れ
た
交
通
公
園
の
一
部
）

　
原
田
作
業
所
3
8
原
田
、
根
深
．
下

　
　
　
　
　
　
　
原

　
霜
条
公
民
舘
3
3
霜
条
．
坪
山
、
鶴

　
　
　
　
　
　
　
吉

●
八
月
二
十
日
H
午
前
九
時
～
正
午

　
伊
友
公
民
舘
3
零
伊
友

，
中
屋
敷
公
民
舘
3
3
高
原
田
、
木
島

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
．
中
屋
敷

　
沖
立
公
民
舘
3
3
沖
立

　
上
新
井
公
民
舘
3
3
中
央
町
学
校

　
　
　
町
．
神
社
町
、
田
中
町
、
上
町

●
八
月
二
十
日
H
午
後
二
時
～
五
時

　
東
山
公
民
舘
3
3
東
善
寺
．
四
郎
兼

　
　
　
　
　
　
　
山
野
田

　
千
手
診
療
所
・
・
3
中
島
町

　
公
舎
ク
ラ
ブ
3
3
永
久
公
舎
、
発
電

　
　
　
　
　
　
　
所
通
り
、
下
平

　
平
見
区
長
宅
3
2
平
見

●
八
月
二
十
一
日
H
午
前
九
時
～
正
午

　
農
協
室
島
支
所
3
3
室
島
．
藤
沢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
霧
谷

　
仙
田
出
張
所
・
＝
・
中
仙
田
、
越
ケ
沢

赤
岩
小
学
校
・
…
赤
谷
、
岩
瀬

農
協
白
倉
支
所
…
・
小
白
倉
、
大
白

　
　
　
　
　
　
　
　
倉

●
八
月
二
十
一
日
H
午
後
二
時
～
五
時

　
大
倉
公
民
舘
・
・
3
犬
倉

小
脇
分
校
・
…
・
・
小
脇

　
農
協
高
倉
支
所
3
3
高
倉

　
田
戸
区
長
宅
3
3
田
戸

十
五
日
は

全
国
戦
没
者
追
悼
式

交
通
災
害
共
済
加
入

　
　
　
出
張
受
付
を
行
な
い
ま
す

　
す
で
に
各
戸
あ
て
配
布
し
た
「
交
通

災
害
共
済
」
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
に
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
万
一
に
備
え
、
一
人

で
も
多
く
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
o

　
役
場
で
は
．
次
の
日
程
で
み
な
さ
ん

の
加
入
申
し
込
み
を
出
張
受
け
付
け
い

た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

　
チ
ラ
シ
に
刷
り
込
ん
で
あ
る
申
込
書

に
、
会
費
（
一
人
二
百
十
円
、
中
学
生

以
下
は
一
人
百
七
十
五
円
）
を
添
え
て

お
申
し
込
み
ね
が
い
ま
す
o

●
八
月
十
九
日
H
午
前
九
時
～
正
午

　
上
野
連
絡
所
3
上
野
、
下
平
新
田

　
元
町
公
民
舘
・
・
元
町
、
星
名
新
田

　
新
町
公
民
舘
3
新
町
新
田

　
木
落
飼
育
所
3
木
落
．
寺
ケ
崎

　
三
領
公
会
所
三
二
領
．
小
根
岸

●
八
月
十
九
日
H
午
後
二
時
～
五
時

　
橘
出
張
所
3
仁
田
．
塩
辛

　
野
ロ
ク
ラ
ブ
3
野
口
．
四
十
歩

　
本
年
も
政
府
主
催
の
も
と
に
．
き
た

る
十
五
日
．
日
本
武
道
舘
で
全
国
戦
没

者
追
悼
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
各
家
庭
を
は
じ
め
職
場

で
も
半
旗
を
掲
げ
．
正
午
に
は
一
分
間

の
も
く
と
う
を
さ
さ
げ
て
く
だ
さ
い
o

建
築
工
事

入
札
結
果

　
　
①
は
工
事
量
．
②
ま
工
事
請

（
負
顎
③
は
請
裂
者
名
）

霜
条
・
鶴
吉
道
路
改
良

　
①
三
百
二
＋
メ
ー
ト
ル
O
②
百
八
＋

八
万
七
千
円
。
③
吉
楽
土
建
o

上
野
道
路
改
良

　
①
百
四
＋
メ
ー
ト
ル
。
②
四
＋
八
万

円
（
ほ
か
に
物
件
費
二
十
万
八
千
円
）

③
羽
鳥
建
設

六　中千　高万　高千　大千　岩六　　赤三　赤万　小五　藤千　三
＋①仙円①倉九①倉円①白円①瀬千①　谷万①谷五①白、千①沢円①領

秀螺㌫異講齢線6蟷曄鉾≠露蘇漿腎錨李露
見鑛纂蒲6賂纂幾翼憐彫じ牌馨設囎捲歯儂
③方新土1旧吉1復土1害建ト復西・1災水③五復吉1害楽1復建ト

鶉柔築魂講　難撃窯旧諜難陛
鷹〇　＋　　三　　百　　＋　　五　　。o　百　八　　＋

　②rr百八八十　②九十八　三　　　万　　　十　　　万　　　万　　　一　　　　三　　　十　　　三　　　万

　百二一八九万　十三万九

人
事
異
動

八
月
一
日
付
、
（
）
内
は
旧
所
属
コ

　
国
保
衛
生
課
田
中
厚
子
（
税
務
課
）

収
入
役
室
根
津
英
子
（
総
務
課
）
、
土

木
課
白
井
　
洋
（
国
保
衛
生
課
）
、
総

務
課
高
橋
代
利
子
（
収
入
役
室
）
、
税

務
課
大
井
芳
子
（
土
木
課
）

《ら鯛

団
瓢
鰐

温
が
下
が
り
は
じ

め
た
こ
と
は
感
じ

ま
す
が
、
日
中
は

む
し
ろ
暑
さ
が
き

ぴ
し
く
．
お
祭
り
や
行
事
が
多
い

月
だ
け
に
、
例
年
、
か
ら
だ
の
酷

使
が
こ
た
え
ま
す
Q
し
か
し
、
二

十
三
日
は
も
う
「
処
暑
」
で
す
Q

固
彪
欝
話
雛
齢
瀞

謝
が
盛
ん
で
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
消
費
さ
れ
る
た
め
で
す
o

ま
た
、
発
汗
量
が
多
く
体
内
の
ア

ル
カ
リ
分
が
流
れ
出
し
、
逆
に
体

内
の
酸
が
多
く
な
っ
て
、
そ
の
結

果
、
か
ら
だ
が
だ
る
く
な
っ
た
り

心
臓
機
能
が
お
と
そ
え
、
抵
抗
力

が
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

ー
す
か
ら
、
暑
さ
に
よ
る
疲
れ

匿
を
ふ
せ
ぐ
縁
体
内
の
酸

を
多
く
し
な
い
よ
う
に
野
菜
、
く

だ
も
の
な
ど
の
ア
ル
カ
リ
性
の
食

物
を
た
く
さ
ん
と
り
、
汗
で
流
さ

れ
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給
す

る
た
め
、
牛
乳
な
ど
を
多
く
と
る

と
よ
い
わ
け
で
す
Q

図
勧
8
館
騨
醗
誰

こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
食
欲
増

進
に
は
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
o

ヌ
カ
ミ
ソ
の
水
分
過
剰
は
、
夏
野

菜
の
水
分
の
関
係
で
い
た
し
方
な

い
の
で
す
が
、
い
っ
た
大
豆
を
布

袋
に
つ
つ
ん
で
ヌ
カ
ミ
ソ
の
中
に

入
れ
て
お
く
と
、
大
豆
が
水
分
を

吸
収
し
て
く
れ
ま
す
し
、
こ
の
豆

も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
o
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辮

禰篇

“
曝
張
課
鯨
騰
鱗

　
　
　
　
　
　
五
月
か
ら
は
支
給
制
限
も
緩
和

　
福
祉
年
金
に
は
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
支
給
さ
れ
る
老
齢
福
祉
年
金
、
重
度
の
障
害
者
に
支

給
さ
れ
る
障
害
福
祉
年
金
、
母
子
世
帯
等
に
支
給
さ
れ
る
母
子
福
祉
年
金
お
よ
ぴ
準
母
子
年
金
の

四
種
類
が
あ
り
ま
す
o

　
年
金
額
は
、
本
年
一
月
分
か
ら
老
齢

福
祉
年
金
一
万
九
千
二
百
円
（
月
額
千

六
百
円
）
、
障
害
福
祉
年
金
三
万
円
（

（
月
額
二
千
五
百
円
）
．
母
子
福
祉
年

金
と
準
母
子
福
祉
年
金
は
二
万
四
千
円

（
月
額
二
千
円
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た

月
額
百
円
～
二
百
円

　
　
　
の
引
き
上
げ

　
こ
の
年
金
額
が
．
五
月
の
法
律
改
正

に
よ
っ
て
．
さ
ら
に
本
年
十
月
分
か
ら

老
齢
福
祉
年
金
は
千
二
百
円
引
き
上
げ

ら
れ
て
二
万
四
百
円
（
月
額
千
七
百
円

）
に
、
障
害
福
祉
年
金
は
二
千
四
百
円

引
き
上
げ
ら
れ
て
三
万
二
千
四
百
円
（

月
額
二
千
七
百
円
）
に
、
母
子
福
祉
年

金
と
準
母
子
獄
祉
年
金
は
二
千
四
百
円

引
き
上
げ
ら
れ
て
二
万
六
千
四
百
円
（

月
額
二
千
二
百
円
）
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
．
福
祉
年
金
の
支
払
い
は
．
年

三
回
（
五
月
・
九
月
。
一
月
）
お
手
元

に
お
持
ち
の
国
民
年
金
証
書
を
支
払
郵

便
局
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
年
金
額
引

き
上
げ
後
の
支
払
額
の
国
民
年
金
証
書

へ
の
記
入
は
．
六
月
に
提
出
さ
れ
た
福

祉
年
金
所
得
状
況
届
に
よ
っ
て
本
年
分

の
支
払
分
を
決
定
し
て
い
ま
す
っ

　
さ
ら
に
．
福
祉
年
金
は
、
全
額
国
の

費
用
に
よ
っ
て
支
給
し
ま
す
の
で
．
あ

る
程
度
生
活
に
ゆ
と
り
の
あ
る
か
た
が

た
に
は
ご
遠
慮
願
お
う
と
い
う
こ
と
か

ら
、
受
給
権
者
本
人
．
そ
の
配
偶
者
ま

た
は
扶
養
義
務
者
に
定
額
以
上
の
所
得

が
あ
る
場
合
、
そ
の
支
給
を
停
止
す
る

と
い
う
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
◎

　
こ
の
所
得
制
限
に
つ
い
て
も
、
さ
き

の
法
律
改
正
で
、
受
給
権
者
本
人
の
所

得
に
よ
る
支
給
制
限
の
限
度
額
が
二
十

六
万
円
か
ら
二
十
八
万
円
に
、
受
給
権

者
が
子
・
孫
ま
た
は
弟
妹
を
扶
養
し
て

い
る
場
合
の
加
算
額
六
万
円
が
七
万
円

に
．
ま
た
．
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
0
限
度
額

が
、
総
所
得
金
額
で
五
人
世
帯
の
場
合

七
十
九
万
円
が
八
十
四
万
五
千
円
に
、

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
．
前
年
分
の

所
得
に
つ
い
て
本
年
五
月
か
ら
緩
和
さ

れ
て
い
ま
す
。

手
続
き
を
早
く

　
こ
の
よ
う
に
福
祉
年
金
は
年
々
改
善

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
の
で
．
福
祉
年
金

を
受
け
ら
れ
る
人
で
ま
だ
請
求
し
て
い

な
い
人
、
前
年
ま
で
所
得
制
限
で
支
給

停
止
と
な
つ
て
い
た
人
は
．
社
会
課
国

民
年
金
係
で
請
求
等
の
方
法
を
よ
く
聞

い
て
．
早
く
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

中
風
も
対
象
に

　
　
障
害
年
金

　
国
民
年
金
の
う
ち
．
障
害
年
金
と
い

う
と
一
般
に
は
手
．
足
．
目
．
耳
の
不

自
由
な
人
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
．
結
核

や
精
神
病
．
精
神
薄
弱
の
ほ
か
心
臓
．

賢
臓
．
肝
臓
．
血
液
．
中
風
．
糖
尿
病

そ
の
他
．
消
化
器
系
の
病
気
な
ど
す
べ

て
の
障
害
が
ふ
く
ま
れ
ま
す
o

　
長
ら
く
病
気
で
や
す
ん
で
い
る
人
．

家
族
の
世
話
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
は
．
ぜ
ひ
一
度
．
係
に
お
た
ず
ね

に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

I
I
　
　
I
　
　
I
　
I
　
書
　
　
ー
　
　
i
　
　
I
　
l
　
　
I

寿
会
を
表
彰

　
　
社
会
福
祉
大
会

　
第
十
七
回
郡
市
連
合
社
会
福
祉
大
会

は
．
さ
る
二
日
．
十
日
町
市
民
体
育
舘

で
開
か
れ
．
席
上
．
町
関
係
で
は
次
の

団
体
．
個
人
が
表
彰
さ
れ
た
o
敬
称
略

※
団
体

　
第
一
分
団
寿
（
こ
と
ぶ
き
）
会
o

※
個
人
（
一
般
）

　
瀬
賀
ト
メ
（
東
善
寺
）
．
清
水
ミ
ゼ

　
（
寺
尾
）
。
．

※
個
人
（
民
生
委
員
）

　
富
井
源
蔵
・
高
橋
久
蔵
。
渡
貫
栄
一

　
片
桐
荘
太
・
高
橋
三
代
治
・
茂
野
寅

　
一
・
丸
山
タ
㌔

募
金
結
果
の
報
告

①
愛
の
協
力
運
動
募
金

　
　
　
　
　
　
七
七
、
三
一
一
三
円

　
「
あ
や
ま
ち
を
し
た
人
の
更
生
に
あ

な
た
の
あ
た
た
か
い
手
を
」
と
．
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
目
的
で

み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
結

果
．
八
月
一
日
現
在
で
と
り
ま
と
め
た

金
額
で
す
。

　
保
護
司
会
の
活
動
資
金
．
青
少
年
の

非
行
防
止
活
動
．
犯
罪
予
防
活
動
の
資

金
と
し
て
活
用
い
た
し
ま
す
o

②
見
附
市
大
火
義
援
金

　
　
　
　
　
　
九
四
、
三
七
八
円

③
十
勝
沖
地
震
義
援
金

　
　
　
　
　
　
六
八
、
一
＝
七
円

②
お
よ
ぴ
③
に
つ
い
て
は
．
日
赤
県

支
部
を
通
じ
て
被
災
者
の
救
済
に
あ
て

ら
れ
ま
し
た
。

保
護
司
に

須
藤
（
仁
田
）
さ
ん

　
仁
田
の
須
藤
茂
一
さ
ん
が
保
護
司
と

し
て
こ
の
ほ
ど
法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ

れ
ま
し
↑
箔
須
藤
さ
ん
は
、
同
じ
仁
田

の
田
中
利
八
さ
ん
の
後
任
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
も
の
で
す
o

　
こ
の
欄
は
．
い
ま
ま
で
文
字
ど

お
り
の
訪
問
記
事
で
つ
づ
っ
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
今
回
は
趣
を
す

こ
し
ち
が
え
て
、
さ
る
二
日
の
郡

市
連
合
社
会
福
祉
大
会
で
団
体
表

彰
を
受
け
た
第
一
分
団
寿
（
こ
と

ぶ
き
）
会
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
お

　
　
　
　
地
域
的
に
は
広
範
囲
に
わ

　
　
た
る
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う
こ
と
が

　
　
で
き
る
。

　
　
寿
会
が
発
足
し
た
の
は
三
十
七

　
　
年
四
月
で
、
男
女
い
っ
し
ょ
の
ク

　
　
ラ
ブ
と
し
て
は
郡
内
で
も
草
分
け

広報7忽

才

伝
え
し
て
み
た
い
o

　
第
一
分
団
と
い
う
と
．
町

内
で
中
島
町
、
山
野
田
、
発

電
所
通
．
下
平
．
四
郎
兼
．

東
善
寺
の
六
つ
が
含
ま
れ
て

い
て
．

的
な
存
在
で
あ
る
。
ち
な
み
に
老

人
福
祉
法
が
で
き
た
の
は
三
十
八

年
の
こ
と
。

　
会
員
数
は
現
在
七
十
二
人
で
．

会
員
の
入
会
資
格
は
数
え
年
六
十

五
才
に
な
っ
て
か
ら
と
キ
チ
ン
と

し
て
い
る
o
会
費
は
年
額
二
百
円

老
人
ク
ラ
ブ
訪
問

東
山
寿

会

を
春
．
秋
二
回
に
分
け
て
徴
収
し

て
い
る
が
、
町
か
ら
の
助
成
の
ほ

か
、
発
足
以
来
．
区
域
内
の
町
内

会
か
ら
毎
年
五
百
円
ず
つ
の
寄
付

も
あ
る
。
最
年
長
者
は
九
十
才
o

　
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰
の
対
象

と
な
っ
た
の
は
．
町
の
診
療
所
敷

地
内
の
除
草
や
、
例
会
場
で
あ
る

東
山
公
民
舘
（
写
真
）
の
除
草
お

よ
ぴ
建
物
の
か
ん
た
ん
な
補
修
な

ど
．
一
連
の
社
会
奉
仕
活
動
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
o

　
東
山
公
民
舘
へ
は
こ
の
ほ
か
電
．

池
時
計
を
寄
贈
し
て
い
る
し
、
会

　
　
員
中
の
篤
志
家
が
湯
飲
み
茶

　
　
わ
ん
を
や
は
り
寄
付
す
る
等

　
　
公
共
建
物
を
使
い
や
す
く
し

　
　
た
い
と
い
う
努
力
は
、
ま
さ

　
　
に
ひ
た
む
き
と
い
う
感
じ
が

す
る
o
集
会
の
と
き
は
．
や
は
り

篤
志
家
の
寄
贈
に
な
る
ポ
ー
タ
．
フ

ル
を
活
用
し
て
い
る
し
、
さ
き
ご

ろ
は
．
明
治
百
年
と
法
施
行
五
周

年
を
記
念
し
て
．
塩
沢
の
雲
洞
庵

や
大
崎
の
観
音
様
な
ど
、
南
魚
の

寺
社
め
ぐ
り
を
行
な
っ
た
o
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四
十
四
年
度
採
用

川
西
町
職
員
の
募
集

　
募
集
人
員

一
般
事
務
職
員
　
高
校
卒
（
男
女
を
問

　
　
わ
ず
）
若
干
人

土
木
技
術
職
員
　
高
校
卒
の
男
若
干
人

　
　
応
募
資
格

　
昭
和
二
十
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
．
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
）
と
し
、
川
西
町
に
住
ん

で
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　
採
用
試
験

☆
第
一
次
試
験

　
　
県
の
人
事
事
務
組
合
に
委
託
し
、

　
高
校
卒
程
度
で
．
町
の
職
員
と
し
て

　
必
要
な
一
般
知
識
お
よ
ぴ
教
養
に
つ

　
い
て
択
ハ
式
の
筆
記
試
験
と
作
文
テ

　
ス
ト
を
行
な
う
。

☆
第
二
次
試
験

　
　
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て

　
口
述
試
験
と
身
体
検
査
を
実
施
す
る

☆
試
験
期
日

　
●
第
一
次
3
3
九
月
二
十
九
日
（
日

　
　
　
曜
）
、
長
岡
市
で
行
な
う
。

　
●
第
二
次
・
…
十
一
月
中
に
役
場
と

　
　
　
千
手
診
療
所
で
行
な
う
。

　
　
採
　
　
　
用

☆
採
用
時
期
…
・
昭
和
四
＋
四
年
四
月

　
　
一
日
Q
　
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
み

　
　
の
合
格
者
は
卒
業
資
格
を
取
得
し

　
　
た
者
の
み
を
採
用
す
る
）

☆
給
与
・
…
川
西
町
一
般
職
員
給
与
支

　
　
給
条
例
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

　
　
受
験
手
続

☆
申
込
方
法
…
・
受
験
申
込
書
（
総
務

　
　
課
に
あ
り
ま
す
）
に
次
の
書
類
を

　
　
添
え
て
総
務
課
に
申
し
込
む
こ
と

　
　
④
履
歴
書
●
＝
●
写
真
を
は
る

　
　
＠
身
上
調
書

　
　
の
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

☆
受
付
期
間
…
・
八
月
一
日
か
ら
三
＋

　
　
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
o

☆
そ
の
他
…
・
不
明
の
点
は
総
務
課
へ

　
　
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

し
物
を
開
催
す
る
者
は
．
あ
ら
か
じ
め

税
務
署
に
届
け
出
を
し
て
交
付
ま
た
は

承
認
を
受
け
た
入
場
券
を
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
．
観
客
を
入
場
さ
せ
る
際

は
、
受
け
取
っ
た
入
場
券
の
半
片
を
入

場
者
に
返
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
◎

　
み
な
さ
ん
が
こ
の
半
片
を
受
け
取
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
入
場
税
が
完
全
に
納

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
o

　
映
画
舘
へ
お
出
か
け
に
な
る
と
き
は

必
ず
入
場
券
の
半
片
を
受
け
取
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
o

　
　
　
　
　
　
　
〔
十
日
町
税
務
署
〕

税
の
相
談
日

　
毎
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五

日
は
「
税
の
相
談
日
」
で
す
℃

　
匿
名
で
も
相
談
で
き
ま
す
か
ら

気
軽
に
税
務
署
の
相
談
室
を
ご
利

用
ね
が
い
ま
す
。

県

入
場
券
の
半
片
は

忘
れ
ず
に
受
け
と

っ
て
く
だ
さ
い

税

県
税
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
ご

協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
o

個
人
事
業
税

　
入
場
券
の
半
片
は
必
ず
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
Q

　
映
画
．
演
劇
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
催

縢
の
窓
騰

う
㎞
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

星仲高丸太星小西田小数小
名嶋橋山田名林山口林藤川
久　 ま
美一り正昭　悦　雅　幸正
子雄子幸弘昇子彰士渉夫子

羅晃勇鶴鵯博群震
長長長長長二長二長ニニニ
女男女男男男女男男男男女

赤
谷

中
屋
敷

中
仙
田
木
落

下
平
新
田

木
島
伊
友
沖
立

四
＋
歩

坪
山

下
平
新
田

伊
友

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

⑳　新
郎
　
樋
口
　
敏
明
　
中
仙
田

　
新
婦
　
松
尾
　
泰
江
　
長
崎
県
か
ら

⑳　新
郎
小
林
　
孝
二
　
山
野
田

　
新
婦
　
竹
内
ト
シ
イ
　
十
日
町
か
ら

⑳　新
郎
　
高
橋
　
厚
郎
　
寺
　
尾

　
新
婦
　
村
山
　
フ
ミ
　
津
南
町
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

佐
藤
　
一
男

若
山
増
平

佐
藤
ヨ
ミ

中
條
垂
郎

富小清秦星
井林水野名

重
吉
福
治
大
滉

ヨ
ミ
ヨ
子

神
社
町

新
町
新
田

藤大沖仁

田立倉澤

高
原
田

中
仙
田
上
野

八八八七六六五四二
九五〇八六五八八○

第
一
期

　
　
　
　
　
は
三
十
一
日
で
す

納
期
限

●
納
税
通
知
書
は
．
十
七
日
こ
ろ
お

　
手
も
と
に
届
く
予
定
で
す
o

●
ぜ
ひ
、
納
期
限
内
の
完
納
を
お
・

　
い
し
ま
す
。

●
月
末
は
収
納
機
関
が
込
み
合
う
の

　
で
．
早
目
に
、
も
よ
り
の
銀
行
、
郵

　
便
局
、
財
務
事
務
所
を
通
じ
て
納
付

　
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
．
一

　
括
納
税
に
ご
協
力
ね
が
い
ま
兎

　
　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

剃◇

・
赴
、
懸

◎
尿
胃
南
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上
野
富
井
貞
生

青葡萄

葉
蔭
を
洩
る
る
陽
に
透
き
て

葡
萄
棚
あ
る
風
鈴
の
鳴
っ
て
を
り

　
　
　
　
小
白
倉
江
口

叢
に
牛
の
寝
て
居
る
炎
天
下

尼
が
庭
松
葉
牡
丹
の
花
各
種

　
　
　
　
大
倉
金
子

凡
石

洋
石

月
光
に
追
わ
る
る
ご
と
く
水
盗
む

　
　
　
　
松
風
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南
雲
　
　
文
峯

山
百
合
の
強
き
香
り
の
小
径
ゆ
く

　
　
　
　
寺
尾
高
橋
章
子

大
い
な
る
闇
に
包
ま
れ
蛙
鳴
く

植
田
大
き
夕
日
の
中
に
手
を
振
る
子

　
　
　
　
寺
尾
白
井
　
ト
ヨ

十
薬
の
匂
ひ
の
強
し
草
い
き
れ

走
り
穂
の
出
で
し
と
老
い
し
父
に
告
げ

安全作文

るまにきをつけよう
　　干手小2年さとうとしこ

通
く

交から
オ
ー
ト
バ
イ
が
き
て
、

は
ね
ら
れ
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
が
し

ん
ぱ
い
そ
う
に
で
て
き
ま
し
た
o
の
り

人
も
で
て
き
ま
し
た

　
と
な
り
の
人
た
ち

も
で
て
き
て
、
し
ん

ぱ
い
そ
う
な
か
お
で

わ
た
し
を
み
て
い
ま

し
た
o
わ
た
し
は
す

こ
し
い
た
か
っ
た
の
で
な
き
ま
し
た
o

　
お
か
あ
さ
ん
は
す
ぐ
し
ん
り
ょ
う
じ

ょ
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
、
し

ん
り
ょ
う
じ
ょ
に
い
っ
て
ま
っ
て
い
る

と
き
、
わ
た
し
が
よ
く
右
左
を
み
な
か

っ
た
の
で
は
ね
ら
れ
た
の
だ
と
お
も
い

ま
し
た
Q
よ
く
右
左
を
み
れ
ば
、
こ
ん

な
こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
お
も

い
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
に
．
わ
た
し
の
な
ま
え
を

よ
ん
だ
の
で
こ
わ
く
な
り
ま
し
尾
く

　
わ
た
し
は
、

一
年
生
の
と
き

こ
う
つ
う
じ
こ

に
あ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

お
か
あ
さ
ん

が
、
「
こ
れ
を

の
り
こ
ち
ゃ
ん

の
う
ち
に
．
お

い
て
き
て
ち
ょ

う
だ
い
。
」
と

わ
た
し
に
い
い

ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、

の
り
こ
ち
ゃ
ん

の
う
ち
に
お
い

て
か
え
っ
て
く

る
と
き
、
右
左

を
み
て
わ
た
っ

た
ら
、
む
こ
う

　
　
わ
た
し
は

す
り
を
ぬ
っ
て
い
る
と
き
、
す
こ
し
、

し
み
ま
し
た
。

　
う
ち
に
か
え
っ
て
み
る
と
、
だ
れ
か

い
た
の
で
ぴ
っ
く
り
し
ま
し
た
○

　
そ
の
人
は
わ
た
し
を
は
ね
た
人
で
し

尾
そ
の
人
は
、
わ
た
し
に
ペ
コ
ち
ゃ

ん
の
か
ば
ん
を
く
れ
ま
し
た
o
そ
し
て

か
え
り
ま
し
た
o

　
そ
の
つ
ぎ
の
日
、
が
っ
こ
う
か
ら
か

え
っ
て
き
て
、
べ
ん
き
ょ
う
が
す
ん
だ

の
で
、
の
り
こ
ち
ゃ
ん
と
ま
ま
ご
と
を

し
ま
し
た
o
し
て
い
る
と
、
お
じ
さ
ん

が
ま
た
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ち
ょ
こ

を
く
れ
ま
し
た
。

　
お
じ
さ
ん
は
．
「
き
の
う
は
、
ご
め

ん
ね
。
」
と
、
わ
た
し
に
あ
悉
ま
り
ま

し
た
○
わ
た
し
は
、
き
ょ
う
は
も
う
な

ん
と
も
な
い
の
で
「
は
い
。
」
と
い
い

ま
し
た
Q
わ
た
し
は
、
お
じ
さ
ん
が
け

が
を
し
ん
ぱ
い
し
て
、
ま
た
き
て
く
れ

た
の
だ
と
お
も
い
ま
し
た
o

　
わ
た
し
が
あ
の
と
き
、
き
ゅ
う
に
と

び
だ
さ
な
い
で
．
右
左
を
よ
く
み
て
わ

　
　
　
　
　
　
　
い
た
い
目
を
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
で
よ
か
っ
た
し
、
お

　
　
　
　
　
　
　
じ
さ
ん
や
き
ん
じ
ょ

　
　
　
　
　
　
　
の
人
に
も
め
い
わ
く

　
　
　
　
　
　
　
を
か
け
な
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
だ
と
お
も
い
ま
し
た

　
こ
れ
か
ら
は
．
み
ち
を
よ
こ
ぎ
る
と

き
は
、
右
左
を
よ
く
た
し
か
め
て
か
ら

わ
た
ろ
う
と
お
も
い
ま
し
た
o

　
　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
作
文
は
、
県
の
企
画
部
が
行
な

っ
た
「
昭
和
四
十
三
年
度
交
通
安
全
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
小
学
校
低
学
年
の
部

で
入
賞
し
た
も
の
で
す
o
さ
と
う
と
し

乙
（
佐
藤
敏
子
・
発
電
所
通
り
）
さ
ん

に
は
．
さ
る
七
月
十
八
日
、
町
長
室
で

賞
状
．
賞
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
o




